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正
副
議
長
と
も
再
選
ず

　
　
　
　
　
　
　
教
育
一
委
員
に
関
口
貢
氏

講
難
雛
螺
㎜

　
件
、
合
計
二
八
件
を
会
期
一
日
で
審
臓
し
ま
し
た
．
そ
の
結
果
主
な

，
。
も
の
は
次
の
通
り
で
す
．

四
委
員
会
制
を
探
用

臨
鶴
離
鋒
曝

合
せ
た
よ
う
に
辞
．
表
提
出
に
よ
り
選

挙
を
行
っ
た
．
な
お
常
任
委
員
会
は

条
例
改
正
に
よ
り
瑳
来
の
七
つ
を
四

つ
に
改
め
、
更
に
委
員
長
、
副
委
員

長
制
度
を
採
用
し
た
。
そ
の
選
挙
結

果
蔽
蟹
。
藻
遮

　
雄
四
郎
▽
膿
会
選
出
教
育
委
員
関

　
口
貢
▽
議
会
懸
出
監
査
委
員
福
崎

　
善
工
門
．

▽
消
防
委
員
甜
関
口
貢
、
中
林
政
治

池
田
喜
好
、
岩
田
好
雄
、
水
落
一
郎

村
山
交
平
▽
出
納
臨
時
検
査
立
会
議

員
四
庭
野
清
箪
、
太
田
義
弘
、
村
山

交
平
▽
常
任
委
員
会
舘
総
務
財
政
委

員
長
竹
内
真
、
同
副
委
員
長
山
口
秀

二
、
女
敦
厚
生
委
員
長
小
川
勝
次
郎

　
　
　
　
キ
き

　
こ
の
度
教
青
制
度
に
関
す
る
新
し

い
法
律
が
公
布
さ
れ
、
十
月
一
日
か

ら
教
胃
委
員
は
市
酊
村
長
の
任
命
に

切
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．

　
教
育
委
員
会
が
各
市
町
村
に
設
置

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
任
で
、

以
来
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
そ
の
他
教
胃
の
全
般
に
わ

た
っ
て
、
市
町
村
教
育
行
政
の
責
任

者
と
し
て
の
便
命
を
果
し
て
来
ま
し

た
。
こ
ん
ど
の
改
正
で
財
政
の
面

で
、
市
町
村
長
と
の
連
携
を
密
に
す

る
た
め
鼠
終
責
任
を
而
町
村
長
に
、

又
人
事
に
於
け
る
任
免
を
県
の
教
育

同
副
委
員
長
太
田
義
弘
、
建
酸
委
員

長
樋
口
政
太
郎
、
同
副
委
員
長
次
島

昭
三
、
経
済
委
員
長
柳
宗
平
、
同
副

委
員
長
石
坂
正
隆

各
委
員
の
選
出

　
学
識
経
験
監
査
委
員
に
十
日
町
根

津
市
兵
衛
、
公
平
委
員
に
中
条
吉
沢

寛
平
、
固
定
資
産
評
価
番
査
委
員
に

川
治
竹
内
増
次
郎
、
何
れ
も
市
長
提

案
に
同
意
．

追
加
豫
算
七
二
八

万
円

　
一
般
会
計
七
二
八
万
余
円
の
追
加

直
営
診
療
所
特
別
会
計
一
〇
三
万
余

円
の
追
加
、
水
道
特
別
会
計
の
更
正

何
れ
も
原
塞
通
り
司
決
．

　
市
の
費
用
弁
償
条
例
の
改
正
、
市

税
賦
課
徴
収
条
例
の
改
正
、
国
民
健

委
員
会
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
る
の

が
大
き
な
改
正
夢
点
で
あ
る
．

儲
こ
の
度
の
改
正
に
あ
た
う
て
交
都

当
局
で
は
、
教
育
行
政
の
基
本
を
く

つ
が
え
す
も
の
で
．
は
な
く
、
教
育
委

・
康
保
険
条
例
の
改
正
（
五
割
給
付

　
案
）
、
教
育
委
員
並
教
育
長
の
退
職

　
手
当
条
例
制
定
等
原
案
通
り
可
決
し

　
た
．
。

請
願
陳
情
歎
願

　
▽
本
町
六
丁
目
裏
通
り
道
路
砂
利
敷

　
並
側
溝
施
工
の
請
願
（
請
願
者
根
津

　
平
六
他
）
。
　
紹
介
議
員
大
島
昭
三

　
　
排
水
計
画
に
つ
い
て
成
果
を
得
る

　
　
ま
で
保
留
．

　
▽
柴
倉
線
改
修
に
つ
い
て
陳
情
（
陳

　
情
看
池
田
三
之
助
他
）
．

　
　
採
択

　
▽
健
康
保
険
被
扶
養
者
の
診
療
費
麦

　
払
に
関
す
る
請
願
（
講
願
者
十
日
町

＝＝

市
医
師
会
、
同
歯
科
医
師
会
、
紹
介

議
員
山
口
秀
二
、
関
口
貫
、
石
坂
正

隆
）保

留
．

▽
笠
置
池
田
昭
二
氏
火
災
に
よ
る
復

．
興
救
援
方
の
陣
願
（
開
拓
組
A
昼
媒
須

藤
藤
出
・
他
）
．

　
出
来
る
限
り
援
助
を
与
え
る
こ
と

　
に
決
定
。

黒
字
が
「
圏
8
万
円

　
　
　
三
十
年
度
の
決
算
見
込

　
昭
和
三
十
年
度
会
計
は
、
去
る
五

月
三
十
一
日
を
も
，
て
閉
じ
、
今
こ

れ
が
畜
務
整
理
を
急
い
で
い
ま
す
が

こ
れ
か
ら
決
算
見
込
の
概
嬰
に
つ
い

て
申
上
げ
ま
す
．

市
税
の
故
納

は
九
三
％

　
　
卿
般
会
計

◎
才
　
　
入

　
才
入
総
額
の
半
分
以
上
を
占
め
る

市
税
収
入
は
見
込
額
に
対
し
て
九
三

％
の
収
納
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
に
は
昭
和
三
十
缶
度
に
絢
い
て
入

る
べ
き
も
の
が
九
六
％
、
昭
和
三
十

毎
度
以
前
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
か
．
義
は
、
滞
納
囎
の
五
一

一
％
の
収
納
と
な
っ
て
お
り
　
市
税
の

住
民
登
録
実
態
調
査

隔
一
灘
　
撒
鵜
皿
“
騨
辮

鍵
態
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
近

く
調
査
員
の
力
々
が
戸
別
に
訪
問
し

て
い
ろ
く
お
聞
き
致
し
ま
す
か
ら

正
直
に
お
答
え
し
て
下
さ
い
。

　
な
幻
住
所
が
変
っ
t
と
き
は
市
内

市
外
に
か
か
わ
ら
す
「
十
四
日
」
以

『
、
今
ま
で
の
公
選
の
委
員
を
、
こ

の
度
の
改
正
で
市
町
村
長
が
議
会
の

圃
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ

た
．
委
員
は
五
人
で
任
期
は
四
年
で

あ
る
が
最
初
任
命
の
際
は
四
年
が
二

の
負
担
、
入
学
．
生
活
保
護
等
が
う

け
ら
れ
な
か
つ
た
り
、
転
出
し
て
も

届
出
を
怠
う
て
い
る
と
二
重
に
課
税

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
届
出
を
励
行
し
て
下
さ
い
．

題
…
ミ
…
ミ
唖
唾
ミ
ミ
聖
＼
ら
ー
§
量
ミ
ー
襲
…
…
￥
』

璽劃

改
正
さ
れ
た
教
委
法

　
　
　
　
委
員
は
市
長
の
任
命
制
に

員
会
は
あ
く
ま
で
も
而
町
村
の
教
育

行
政
の
担
当
者
で
あ
り
教
育
全
般
に

わ
た
っ
て
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
て
い
る
．

◎
主
な
る
改
正
の
内
客

人
、
三
毎
が
一
人
、
二
年
が
一
人
、

一
琵
が
一
人
と
な
る
．
又
議
会
の
膿

員
か
ら
は
選
べ
な
く
な
う
た
．

二
、
教
育
長
は
、
委
員
の
中
か
ら
県

の
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育

委
員
会
が
任
命
す
る
。

三
、
教
育
財
政
の
面
で
は
、
教
育
委

員
会
の
憲
見
や
申
出
を
ま
っ
て
最
終

的
に
は
市
町
村
長
が
行
う
。

四
、
教
職
員
の
人
事
の
う
ち
任
免
は

市
酊
村
の
教
育
委
員
会
の
内
申
を
ま

っ
て
、
県
の
教
育
委
員
会
が
行
う
。

五
、
今
ま
で
は
、
交
部
大
臣
や
、
県

の
教
育
委
員
会
は
、
市
酊
村
の
教
育

行
政
に
つ
い
て
、
監
督
し
な
い
こ
と

に
な
，
て
い
た
が
こ
の
度
の
改
正
で

特
に
必
要
の
あ
る
と
き
は
而
町
村
長

や
、
教
育
委
員
会
に
適
正
な
措
置
を

要
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
．

納
入
に
つ
い
て
は
今
一
段
と
市
民
各

位
の
御
協
力
を
幻
願
い
申
げ
ま
す
．

　
国
県
支
出
金
は
予
算
と
比
較

す
る
と
約
七
百
七
十
万
月
の
収
入
減

と
な
っ
て
い
ま
す
．
こ
の
主
な
理
田

は
財
政
面
か
ら
見
た
国
県
の
亭
藁
縮

少
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
繰
越
金
は
当
初
三
百
万
円
を

見
込
ん
で
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
繰
越
さ
れ
た
の
は
七
〇
万
余

り
で
あ
り
ま
す
．

　
市
債
は
昭
和
三
十
飯
度
扇
榮
で

政
府
よ
り
借
入
れ
た
も
の
で
、
そ
の

額
は
七
百
七
十
万
円
で
、
申
込
み
よ

り
九
百
二
＋
五
万
円
の
減
少
と
な
う

て
お
り
ま
す
．

　
そ
の
他
の
才
入
は
．
予
算
と
大
差

な
く
収
納
さ
れ
て
お
り
、
才
入
総
額

は
一
億
八
千
五
百
三
＋
万
円
余
り
と

な
り
ま
す
。

冗
費
の
節
減

に
努
力

　
歳
出
鉦
度
半
ば
に
拘
い
て
才
入

　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
灘
翻

　　　艦轟

の
見
通
し
が
は
う
き
り
つ
か
め
な
か

っ
t
た
め
、
止
む
を
得
す
一
割
節
減

の
線
を
打
出
し
相
当
額
麦
出
を
抑
制

し
た
こ
と
、
叉
国
県
の
財
政
、
緊
・
縮
政

策
に
よ
る
新
規
學
榮
の
不
許
可
に
よ
．

る
純
由
費
の
友
払
減
並
び
に
予
算
が

適
雁
に
鼻
積
さ
れ
て
い
た
た
め
．
予

算
額
を
超
過
す
る
麦
出
が
な
か
っ
た

こ
》
等
に
よ
り
、
才
出
総
額
は
一
億

七
千
三
百
六
十
四
万
円
余
り
に
押
え

る
こ
と
が
出
来
炉
訳
で
あ
り
ま
す
．

　
以
上
の
緒
集
か
ら
才
入
、
才
出
の

羨
は
千
百
二
十
九
万
余
り
の
黒
字
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
一
般
命
計
に
つ
い
て
総
合
的

に
見
る
と
、
既
定
方
餅
通
り
健
全
財

政
の
線
を
く
す
さ
す
、
し
か
も
才
入

は
万
全
を
期
し
て
確
保
に
つ
と
め
、

才
出
は
出
来
得
る
限
り
の
冗
費
を
節

約
し
且
つ
機
構
改
革
に
よ
り
相
当
額

節
減
の
実
績
も
現
わ
れ
た
訳
で
す
．

利
用
て
き
る

ト
一
フ
ッ
ク

　
　
今
回
建
設
課
、
経
済
課
用
と
し
て

　
ト
ヨ
タ
の
四
ト
ン
車
を
備
付
え
け
ま

　
し
た
。
市
役
所
で
は
直
棲
使
つ
日
以

鑛
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
・
用
で
き
ま
す
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
・
ら
夫
々
所
管
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
連
絡
し
て
下

さ
い
．

申
込
用
紙
は
各

所
管
課
に
そ
れ

ぞ
れ
備
え
て
あ

り
ま
す
．

　
（
農
藁
土
木
関

係
”
経
済
課
、

．
建
殼
関
係
建

設
課
）

峯
茎
《
ζ
《
茎
「
《
ξ
》

赤
字
に
苦
し
む
國
保

　
　
　
　
目
立
つ
受
診
傘
の
増
加

懸
懸羅

懸

灘・

懸
灘

　
窪騰

萄
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
は
全
国
的
な

傾
向
と
は
い
え
、
受
診
率
の
増
商
ど

更
に
一
件
当
り
の
給
付
対
象
点
数
の

増
加
等
に
よ
る
麦
払
の
増
加
と
保
険

料
の
滞
納
が
相
当
額
に
累
積
し
、
赤

字
を
ま
す
く
多
く
し
宅
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
．
昭
和
三
十
年
度
伊
算

轍
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
雛
養
縣
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
肇
雛
灘

　
　
　
織
縣
　
鐸
鼠
灘

　
　
　
　
　
聾
　
甥
　
　
　
葦

懸
懸
纒
懸

　
　
　
灘

．
謹
蟹
　

　
　
　
　
螂

i灘…ilii

莚
　
　
　
　
鞭
，

欝
　
鞭

　
　
　
欝
．
、
難

　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
甲

　　　　　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　　　　　　蓑　　　　　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　　　　　幾　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　鍵

　　　　　　　　　，麹

　　　　　　　　縫　　　　　　　轟　　　　　　　i萎
　　　　　．嚢

　　　　欝
　　　懸　　鞍

難

　　　　　　　　　　職　　　　　　　　騨　　　　　　　　護

　　　　　　　　　　　　建

見
込
は
、
二
百
八
十
九
万
余
円
の
赤

字
で
あ
り
、
こ
れ
を
埋
め
る
た
め
に

昭
和
三
十
一
伍
度
才
入
を
繰
上
て
充

一
当
し
て
収
麦
を
合
せ
、
帳
簿
上
の
赤

字
を
な
く
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
．

　
直
當
診
療
所
会
計
新
水
、

吉
田
、
川
治
の
三
ヵ
所
に
あ
る
国
保

直
営
診
療
所
の
経
営
状
況
を
見
る
と

ま
だ
収
麦
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
得
る

皿
態
度
に
は
な
り
え
な
い
状
況
で
あ
り

一
ま
す
．
決
算
面
で
は
約
四
万
円
の
黒

字
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
国
保

会
計
か
ら
の
繰
入
金
一
五
万
円
が
あ

る
た
め
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
十
一

｝万
円
の
赤
字
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
公
益
質
屋
会
計
と
し
尿
汲

　
取
会
計
に
幻
い
て
は
、
ほ
ぽ

予
算
通
り
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
決
算
に
お
い
て
は
二
つ
の
会
計
と
も

一
般
会
計
よ
り
繰
ス
金
を
得
て
収
麦

を
保
っ
て
お
る
実
状
で
あ
り
ま
す
．

　
産
業
育
成
資
金
及
び
商
工

　
金
融
資
金
両
会
計
は
ほ
と

ん
ど
予
算
通
り
執
行
さ
れ
て
い
ま
す

庁
内
人
事
里
ハ
動

総
務
課
戸
籍
係
長
主
事
岩
田
宜
、
照

　
〃
　
財
政
係
長
”
　
鈴
木
貞
次

総
務
課
勤
務
　
　
〃

　
　
〃
　
　
　
費
記

　
　
〃
　
　
　
雇

財
務
課
長
　
　
主
扇

財
務
課
賦
課
係
長
〃

　
〃
徴
収
係
長
〃

財
務
課
勤
務
　
竃
配

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
〃

一　
　
〃
　
臨
務
見
習

経
済
課
農
業
土
木
係
長

一
　
　
主
扇

一一
”
商
工
係
長
妻

一
経
済
課
勤
務
嘉

・
　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

〃

関
口
軍
治

仲
沢
フ
ミ

阿
部
寿

尾
身
善
信

霜
垣
正
秋

野
上
患
吉
．

林
チ
ョ

小
沢
富
治

島
田
久
蔵

大
態
交
治

書
記
補
矢
ロ
ハ
ル
イ

　
　
　
　
村
山
糸
重

書
記
補

越
村
巳
則

高
僑
左
一

中
剛
豊

高
橋
義
昭

岩
田
小
枝

農
業
委
員
会
出
向
、
兼
経
済
課

　
　
　
　
　
　
主
事
笹
岡
泰
竜

建
設
課
長
　
　
　
〃
　
中
町
忠
雄

建
設
課
建
築
係
長
技
師
　
山
岸
忠
雄

建
設
課
動
務
　
　
主
事
　
南
雲
幸
一

　
　
〃
自
動
車
目
転
手
　
池
田
貞
治

保
険
衛
生
課
長
　
主
事
渡
辺
福
栄

保
、
衛
課
保
険
係
長
〃
　
樋
熊
良
作

保
険
衛
生
課
勤
務
〃
尾
身
斉
治
郎

　
　
〃
　
　
　
書
記

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

一　
　
〃
　
事
務
見
習

収
入
役
室
主
任
　
主
亭

収
入
役
堅
動
務
　
書
記

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

波
形
熊
治

仲
沢
モ
ト

岩
田
久
雄

池
田
士
郎

藤
木
美
佐

高
橋
輝
雄

社
会
福
祉
事
務
所
庶
務
係
長

　
　
　
　
　
　
主
亭

社
会
福
祉
事
務
所
動
務

　
　
　
　
　
　
主
事

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

　
　
〃
　
　
　
書
記

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

桑
原
一
郎

大
島
信
貞

岡
田
啓
三

高
橋
サ
ィ

庭
野
静

樋
口
悟
郎

川
治
駐
在
員
兼
川
治
頂
営
診
療
所

　
　
　
　
　
　
主
事
南
雲
一
郎

吉
田
出
張
所
勤
務
昏
記
補
小
海
明
子

庁
内
案
内
係
新
設

　
　
　
　
　
　
窓
ロ
サ
ー
ピ
ス
に
重
点

内
融
鵠
饒
罐
齪
籠
醗
難
肺

各
課
の
仕
事
も
専
門
的
に
な
り
、
と

か
く
市
役
所
に
お
出
に
な
ら
れ
て
も

す
ぐ
に
目
的
の
係
に
用
件
を
翁
話
出

来
な
い
、
状
態
で
、
迷
惑
を
か
け
て
参
、
ま
す
．

係
が
用
件
を
係
に
と
り
つ
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
．
案
杓
係
は
皆
様
の
御
期

待
に
そ
う
よ
う
お
待
ち
致
し
て
お
り

　
　
　
（
受
付
案
内
係
仲
沢
フ
ミ
）

給
付
引
下
を
断
行

　
　
　
　
　
　
　
近
く
滑
納
を
一
掃

　
昭
和
三
十
蕉
度
は
国
民
健
康
保
険

は
、
保
険
料
（
二
千
百
四
十
万
円
）
、

国
庫
補
助
金
（
一
千
六
十
［
万
円
）
、

市
繰
入
金
（
三
百
十
万
円
）
を
以
，
て

運
営
い
た
し
ま
し
た
が
、
受
診
率
の

予
想
外
の
増
加
と
保
険
料
滞
納
等
に

ミ
き
》
》
》
｝

イ
モ
チ
病
に
警
告

　
　
　
　
山
間
部
に
多
発
の
沿
そ
れ

　
イ
モ
チ
病
の
発
生
予
想
は
、
「
全

般
と
し
て
、
平
葎
並
、
中
越
山
間
部

注
意
し
て
下
さ
い
。
土
地
改
良
跡
地

裏
作
跡
地
等
は
、
厳
重
に
見
守
る
こ

麗
謬
難
羅
　
　
辮
鮪
糊
雛

よ
っ
て
、
二
百
八
十
九
万
円
余
の
実

質
赤
字
を
出
す
に
至
り
ま
し
た
．
受

診
率
増
加
の
面
よ
り
見
ま
す
と
、
最

近
尚
逐
次
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
本
隼
は
、
市
か
ら
昨
年
よ
り

二
百
万
増
の
五
百
万
円
の
繰
入
を
み

ま
し
た
が
、
尚
総
額
五
百
万
円
の
赤

字
が
出
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

や
む
な
く
、
七
月
一
日
か
ら
医
療
給

付
割
合
を
、
一
割
へ
ら
し
て
、
五
割

給
付
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
約
三
百
万

円
を
浮
か
し
た
の
で
あ
り
ま
す
．

　
次
に
滞
納
を
処
置
す
る
こ
と
、
保

険
料
収
納
の
膚
上
を
計
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
元
来
国
保
は
、
相
互
扶
助
の
精
神

に
∬
脚
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
医
療
給
付
を
受
け
な

が
ら
滞
納
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
、

現
在
医
療
給
付
を
受
け
て
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
滞
納
を
許
容
す

る
こ
と
も
、
又
で
き
な
い
こ
と
は
当

　
　
ノ

然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
．

　
昨
年
の
保
険
料
の
納
入
割
合
は
、

九
十
一
％
で
す
が
、
百
％
納
入
さ
れ

た
と
き
は
、
国
庫
袖
助
金
も
そ
の
納

入
割
合
に
よ
っ
て
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
約
二
百
万
円
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．
し
た
が
っ
て
保
険
料
の

納
入
率
を
よ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
国

庫
補
助
金
増
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
任
迄
の
滞
納
累
計
は
、
現
在
六

百
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
．
ま
じ
め

な
被
保
険
者
を
よ
う
ご
し
、
国
保

還
営
の
万
全
を
期
し
、
逐
次
医
療
給

付
制
限
を
解
き
、
社
会
保
障
の
理
想

を
婁
現
す
る
た
め
に
、
滞
納
の
強
制

執
行
も
止
む
を
え
な
い
状
態
に
立
ち

至
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
特

に
協
力
を
願
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
＋
五

　
　
　
　
　
　
一
日
開
催
の
市
麟

為
雛
瀧

　
　
　
　
　
　
　

議
会
　
　
一
た
．

　
　
　
　
メ
モ
総
務
財
政

委
員
　
岩
田
好
雄
．
竹
内
真
、
福

崎
善
工
門
、
塩
川
好
司
、
庭
野
清
平

近
藤
雄
四
郎

交
教
厚
生
委
員
　
太
田
藤
吉
、

関
口
貫
、
小
川
勝
次
郎
、
大
淵
健
二

菅
村
吉
治
、
藤
田
春
作

建
般
委
員
尾
身
美
教
、
高
橋
琉

造
、
野
上
政
美
、
太
田
藤
吉
、
大
島

昭
三
、
樋
口
政
太
郎
、
庭
野
栄
作
、
．

丸
山
礼
治

経
済
委
員
柳
宗
平
、
服
部
周
策

村
山
交
平
、
大
島
憲
治
、
石
坂
正
隆

中
林
政
治
、
池
田
喜
好
、
水
落
一
郎

母
子
福
祉
資
金

　
　
　
貸
出
し
を
再
開

　
昨
年
五
月
か
ら
貸
出
を
中
止
し
て

お
り
ま
し
た
母
子
福
祉
資
金
の
貸

付
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
母
子
尿
庭

で
、
事
業
を
開
始
叉
は
継
続
し
た
い

方
、
子
女
の
学
資
に
あ
て
た
い
方
等

が
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
う
て
葡
り

ま
す
．
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務

所
に
御
相
談
下
さ
い
。

世
帯
更
生
資
金

　
　
　
民
生
委
員
に
相
談
を

世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度
は
、
最
高

五
万
円
を
限
度
に
次
の
よ
う
な
世
帯

が
、
貸
付
対
象
と
な
り
ま
す
．

一
、
い
ま
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い
が
、
何
か
事
赦
が
起
き
た
と
き
は

す
ぐ
に
生
活
保
護
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
世
帯
（
要
保
護
世
帯
）

二
、
身
体
叉
は
生
活
環
境
に
欠
か
ん

の
あ
る
も
の
（
要
補
導
世
帯
）

借
入
さ
れ
た
い
方
は
、
地
区
の
民
生

委
員
に
お
話
す
れ
ば
、
相
談
を
受
け

手
続
を
と
う
て
く
れ
る
こ
と
に
な
う

て
お
り
ま
す
。
　
（
福
祉
事
務
所
）

今月の納税

固定資産税
　納期限間
　7月3霊日
納蘭に納めて明るい家庭
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一
参
議
院
選
挙
白
書

案

一酬

外
多
い
無
効
票

投
票
率
は
六
六
・
七
ぜ
ノ
ト

　
去
る
七
月
八
日
執
行
さ
れ
た
参
議

院
襯
員
選
挙
の
本
市
の
投
票
及
び
開

票
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
．

一
、
投
票
者
数
に
つ
い
て

　
次
の
①
衷
の
様
に
有
榴
看
は
男
よ

　
り
女
が
一
、
八
四
六
人
多
く
、
投

　
票
率
は
相
変
ら
す
女
が
悪
く
な
，

て
お
り
ま
す
．

二
、
有
効
投
票
と
無
効
投
票

　
に
つ
い
て

　
今
回
の
選
挙
で
は
無
効
投
票
が
前

回
迄
の
選
挙
に
比
し
て
比
較
的
多

く
、
地
方
区
で
二
、
〇
六
七
票
、
全

国
区
で
、
二
、
一
九
五
票
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
無
効
票
を
亭
由
別
に

分
類
す
る
と
第
三
表
の
と
幻
り
で
あ

塑

勃kψ謬

国
区
一
、
〇

一
七
票
は
選

挙
人
の
注
意

に
よ
り
有
効

票
と
な
る
べ

き
も
の
と
考
『

へ
・
り
れ
ま
す

か
ら
こ
ん
ご

充
分
注
意

せ
ら
れ
る
よ

｝
つ
望
み
ま

す
。

羅
　
　
単
撫
灘
随
馨
フ
貌

雑
串
女
は
記
号
等
を
記
載
し
た
も
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。

以
外
の
地
お
区
一
、
一
…
言
票
、
全

．
≡
…
…
三
≡
一
…
一
一
ロ
一
…
…
ξ
≡
三
三
一
≡
…
≡
5
＝
三
…
岬
齢
…
一
噛
…
三
一
…
…
剛
一
一
≡
…
…
言
三
覧
－
■
ξ
■
覧
…
曇
≡
一
三

上
水
道
工
事
・
認
可

　
　
三
ヵ
年
計
画
工
費
九
手
六
百
万

　
市
で
は
、
都
市
計
画
の
一
つ
と
し

て
水
道
を
建
設
す
る
た
め
に
工
串
の

認
可
を
し
ん
せ
い
中
だ
っ
た
が
、
七

月
二
日
付
で
厚
生
省
か
ら
正
式
に
、

工
事
ふ
設
の
認
可
が
下
り
第
一
歩
を

ふ
み
だ
し
た
。

　
水
道
計
固
は
給
水
人
口
二
万
人
で

そ
の
区
域
は
旧
†
日
町
、
山
本
、
高

　
市
内
の
小
中
学
校
の
大
部
分
が
、

八
月
一
日
か
ら
一
ケ
月
の
夏
休
み
に

入
り
ま
す
。
学
校
へ
行
か
な
い
子
供

た
ち
を
ど
ん
な
ふ
う
に
導
い
た
、
ら
よ

い
か
、
二
三
の
点
に
ふ
れ
て
み
ま
し

よ
う
．

☆
健
康
第
一

夏
休
み
は
子
供
の
健
康
を
護
り
健
康

を
進
め
る
こ
と
が
第
一
の
ね
ら
い

で
す
．
う
っ
か
り
す
る
と
不
健
康
に

な
り
や
す
い
夏
休
み
を
心
身
共
に
健

康
に
す
ご
さ
せ
た
い
も
の
で
す
．
治

療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
は
こ

の
際
な
お
し
ま
し
よ
う
。

☆
家
庭
の
嶺
員
と
し
、
て
の
躾

家
で
す
ご
す
一
ケ
月
は
、
家
庭
の
し

つ
け
の
よ
い
機
会
で
す
。
お
盆
を
中

山
、
新
座
、
四
日
町
新
田
、
四
日
町
、

と
な
っ
て
い
る
．
様
式
は
伏
流
水
で

十
日
町
橋
畔
の
新
旧
両
提
防
の
間
に

直
経
八
米
深
さ
八
米
三
十
の
販
氷
井

を
堀
る
．
こ
の
井
戸
は
試
く
つ
の
結

果
一
日
水
量
約
五
千
ト
ン
（
二
七
、
五

〇
〇
石
）
取
水
す
る
學
が
判
明
し
た

こ
＼
で
塩
紫
め
つ
菌
し
た
水
を
送
水

心
と
し
て
家
庭
の
行
事
や
親
類
と
の

つ
き
あ
い
も
多
い
目
で
す
．
お
ち
つ

い
て
、
子
供
と
し
て
の
素
直
な
し
つ

け
ぜ
．
二
す
る
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で

す
．
た
だ
大
人
の
考
え
を
一
方
的
に

拘
し
つ
け
た
、
り
、
み
え
や
て
い
さ
い

カ
ら
の
し
つ
け
は
こ
の
ま
し
く
あ
り

σ
σ

　
σ

ま
せ
ん
．

ノ

ヨ
マ

『
そ

　
響
マ

一
ボ
ン
プ
で
配
水
池
へ
送
り
上
げ
る
．

【
ウ
裸
難
雛
議
鞍
”

疑
の
も
の
護
け
葬
ら
整

水
栓
へ
配
水
す
る
．

こ
の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
侵
質
で
多

量
の
水
を
臼
由
に
消
費
出
来
る
か
ら

飲
料
水
等
に
よ
る
伝
染
病
の
予
防
は

勿
論
，
消
火
栓
毅
置
等
い
ろ
ん
な
便

一
利
が
与
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

「計
画
は
九
千
六
百
万
円
の
う
ち
八
千

　
　
　
じ

　
　
　
ロ
が
　
　
　
ヤ
ヨ
カ
み
　
　

憂
孕
る
予
窯
あ
る
奮
入
金

☆
自
分
で
勉
強
す
る
習
慣
を

　
つ
け
る

夏
休
み
中
も
毎
日
少
し
す
つ
で
も
勉

強
さ
せ
た
い
も
の
で
す
．
そ
れ
も
出

来
る
だ
け
目
鼻
か
ら
進
ん
で
勉
強
す

率票投

計女悌
棄権者数
男i女1計

66．7961．5372．928．1095．0523．057

66．7861．5272．908．1135。0543．059

　　（第1表）　有権者数と投票者

簿別轡当日の擁者数隈票者数

二男図評瞬刻葺螢il…i影li謬、iiliil畷謡1：ll

　（第2表）　有効票と無効票数
騨別塑騨有効投票禰癖1蕪効投騨、備考
地方区…一・繭一…・乳67％翻・票

　　ト
2。195，13．46％持帰り2票
　　t　　　　　　　　　I　　　　　　　　　

　　　　　1
14．110
　　　　　　

一
16．305

無効票の内訳

全国区F

　（第3表）

合

卜

蔀

2．067

そ
　
の
　
他

一
載
し
た
も
の

車
に
記
号
符
号
を
組

「
ド
　
　
　
　
コ
　
ロ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ド
　
く
　

れ
も
の

軍
に
雑
富
を
記
載
し
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1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

瞭
膠
暖
傑
匹
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
痂
，
倒
－

い
も
の

灘
駿
雛
畑
設

擬
灘
瓢
監
Q
，

　
の薇

購
餓
鰍
魑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
0

し
た
も
σ
，

補
者
の
氏
名
を
記
載

被
選
挙
権
の
な
い
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

も
の

の
氏
名
を
認
載
し
左

二
人
以
上
の
候
補
者
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
0

各
勘
紀
載
し
☆
も
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

が
出
来
な
い
者
の
氏

候
補
者
と
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

皿
氏
名
を
記
載
し
た
広
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

候
補
者
で
な
の
者
の

想

繍
⑳
，
，
、
、
，
－

ー
皿
σ

正
規
の
用
紙
を
用
い
一

事
由
別
、
＼
－
、
、
、
、
、
，
【
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

皿
＼
＼
－
、
＼
選
挙
別
一
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
0
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α
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姻
」

の
状
況
に
よ
っ
て
は
延
び
る
事
も
あ

ろ
う
。
給
水
栓
か
ら
各
家
庭
の
蛇
口

ま
で
の
工
事
費
は
個
人
負
担
で
あ
る

か
ら
之
に
備
え
て
水
道
貯
金
な
ど
必
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る
．

　
生
産
量
と
保
有
量
と
照
ら
し
合
せ

一て
．
生
産
者
の
予
約
量
が
過
少
の
場

合
に
は
、
甫
長
は
、
売
渡
す
べ
き
数

量
を
個
々
の
生
産
者
に
指
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ゑ
す
る
に
ヲ
　
　
　
　
　
ほ
は
ヨ
　

㌶
灘
盤
鍵
．
．
、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

を
お
含
み
の
上
米
の
集
荷
に
協
力
願

い
た
い
と
云
う
の
が
、
国
の
方
針
で

あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

保
険
料
が
本
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁

　
　
　
　
　
の
　
ぶ
は
　
　

禰
輪
錐
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫
，

要
で
あ
る
．
と
ま
れ
こ
＼
五
力
年
以

内
に
は
栓
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
事

は
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
い
だ
ろ

，
つ
．

米
の
予
約
売
渡
制

　
　
　
　
　
早
く
も
豫
定
を
突
破

相
手
は
政
府
に
限
ら
れ
て
い
る
．
つ

ま
り
保
有
米
を
除
い
た
余
剰
分
は
す

べ
て
、
自
主
的
に
予
約
す
る
の
が
予

約
売
渡
制
度
の
根
本
的
な
建
前
で
あ

ナ
ヒ
ロ
ひ
　
ゆ

灘
　

険
料
の
三
期
分
で
ヲ
。
　
　
　
　
一

健
康
保
険
料
を
本
藻
定
（
南
町
村
税
一
　
　
　
．
癒

一
髪
く
所
場
固
審
窪
よ
る
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｝
資
産
．
割
、
被
保
険
者
均
等
割
算
定
、

て
ニ
　
か
の
が
　
　
　
を
　
　
し

τ
の
拮
漫
婆
し
ま
す

『

農
道
、
牧
道
に

「　
　
　
　
　
　
　
小
團
地
開
護
を
適
用

　
　
ワ
は
に
　
の
　
　
ち
な
に
　
　
し

一
な
い
、
小
団
地
の
開
発
を
促
進
す
る

一
た
め
に
、
一
県
十
力
町
村
位
を
指
定

「一
す
る
万
針
で
昨
鉦
度
よ
り
小
団
地
開

の
プ

ル
開
き

　　　　　ハ　　
ぼ　　　　　　　　　　　　 　　　 ぼ　　

ノ
奄

、
’
グ
》
’
、
’
も
β
～
ダ
～
ノ
㌻
β
、
～1

’
、
ノ
一
、
ノ
～
’
～
ノ
’
～

本
年
度
産
米
の
予
約
申
込
み
は
そ

る
よ
う
に
休
み
の
は
じ
め
に
約
束
さ

せ
た
ら
ど
う
で
し
よ
う
．
そ
の
後
は

う
ま
く
実
行
出
来
る
か
ど
う
か
は
げ

ま
し
見
守
っ
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
動
物
や
植
物
の
飼
育
や
栽
培
、

観
察
や
採
集
、
ま
と
ま
っ
た
読
書
等

子
供
に
計
圃
が
あ
っ
た
ら
や
り
と
げ

子
供
達
の
夏
休
み

は
こ
ん
な
ふ
う
に

　
　
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

　
　
勉
強
は
学
校
で
は
出
来
な
い
も
の
で

　
　
夏
休
み
の
よ
い
す
ご
さ
せ
力
に
な
り

　
　
ま
す
。

　
　
☆
子
供
の
カ
に
あ
つ
た
手
伝

　
　
ど
こ
の
家
も
子
供
の
出
来
る
仕
事
が

あ
る
も
の
で
す
．
塚
畜
の
せ
わ
、
お

そ
う
じ
、
家
事
の
手
伝
な
ど
役
割
を

き
め
て
、
つ
づ
け
て
や
ら
せ
る
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
し
よ
う
．
大
き
い

子
供
の
農
事
の
手
伝
は
過
労
に
な
ら

な
い
よ
う
、
休
養
や
睡
眠
を
十
分
と

ら
せ
ま
し
よ
う
．
何
れ
に
し
ろ
子
供

た
ち
が
ま
じ
め
に
働
い
た
ら
み
と
め

て
や
り
、
ほ
め
て
や
っ
て
下
さ
い
．

☆
学
校
と
の
蓮
絡

学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
夏
休
み
の
生
活

に
つ
い
て
の
方
針
や
指
導
が
あ
り
ま

す
．
そ
れ
を
よ
く
承
矧
し
て
お
い
て

下
さ
い
．
叉
子
供
た
ち
に
変
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
学
校
へ
連
絡
す

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
　
（
市
教
育
委
員
会
）

の
後
順
調
に
進
み
、
七
月
十
三
日
現

在
で
そ
の
申
込
量
は
県
か
ら
指
示
さ

れ
た
集
荷
予
定
数
量
を
三
千
九
十
石

（
二
十
九
、
六
五
％
）
上
回
る
一
万

五
千
二
百
六
十
石
に
達
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
市
内
農
家
に
麦
払
わ
れ
る
石

当
り
二
千
円
の
概
算
金
は
三
千
五
．

十
二
万
円
と
な
る
．

　
本
年
は
冷
害
や
病
虫
害
の
発
生
が

早
く
か
ら
予
想
さ
れ
た
．
が
最
近
の
作

柄
で
は
昨
年
に
劣
ら
な
い
出
来
ば
え

で
あ
る
の
で
、
八
月
十
日
の
締
切
日

ま
で
に
は
、
更
に
予
約
量
は
増
え
る

見
込
み
で
あ
る
．

　
予
約
売
．
渡
制
度
と
は
、
供
出
割
当
訓

制
度
を
自
主
的
に
売
渡
す
制
度
に
切

替
え
た
の
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
、
一

食
管
法
の
解
か
れ
て
い
な
い
米
穀
に

と
っ
て
は
、
現
任
で
も
販
売
す
べ
き
一

商
工
祭
　
（
大
関
義
男
氏
提
供
）

発
串
藁
を
す
＼
め
て
い
ま
す
。
小
団

地
開
発
は
、
村
道
牧
道
に
三
割
、
農

道
に
二
割
の
補
助
金
が
で
ま
す
。

事
藁
は
今
鉦
度
中
に
完
了
す
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
今
回
十
日
町
市
は
県
下
十
一
の
小

団
地
闘
発
指
定
地
と
し
て
農
林
省
よ

り
指
定
を
受
け
、
今
任
度
中
に
総
額

五
百
万
円
の
小
団
地
開
発
事
藁
を
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
道

五
カ
所
牧
道
一
カ
所
が
既
に
決
定
、

測
量
を
終
り
ま
し
た
。

該
当
は
、
大
池
、
赤
倉
ニ
カ
所
、
菅

沼
・
中
条
清
水
田
線
と
が
農
道
、
長
里

は
牧
道
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

一グランドとプールの一

一工チケットー
【
水
泳
ブ

ー
ル
】

プ
ー
ル
の
水

も
取
替
え
ま

し
た
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら

冒
ん
で
御
使

用
頂
け
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。
市
内

唯
一
つ
の
市

営
プ
ー
ル
で

あ
り
ま
す
の

蟻麟麗齢
で
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
御
注
憲
し

て
御
利
用
下
さ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

一
、
土
や
石
、
板
そ
の
他
の
品
物
を

投
げ
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
．
大
変
プ
ー
ル
も
よ
ご
れ
ま
す
し

危
険
で
あ
り
ま
す
。

二
、
脱
衣
小
麗
や
便
所
、
シ
ャ
ワ
ー

等
毎
鉱
こ
わ
さ
れ
て
困
っ
て
い
ま
す

が
、
公
共
の
建
物
で
す
か
ら
大
切
に

し
て
下
さ
い
。

三
、
プ
ー
ル
で
如
何
な
る
物
も
洗
わ

な
い
で
下
さ
い
。

四
、
水
門
の
ハ
ン
ド
ル
は
決
し
て
い

じ
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
．

五
、
夜
間
の
使
用
看
は
、
特
に
前
の

事
柄
を
良
く
守
っ
て
下
さ
い
．

六
、
脱
衣
所
は
、
男
女
別
女
で
す
か

ら
御
注
憲
下
さ
い
．

七
、
自
転
車
は
脱
衣
所
に
決
し
て
入

れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
．

八
、
脱
衣
所
の
屋
根
に
は
上
ら
ぬ
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

　
【
市
営
球
場
】

一
、
野
球
を
や
ろ
う
と
す
る
チ
ー
ム

は
、
必
す
体
育
協
会
野
球
部
長
（
東

北
配
電
関
谷
さ
ん
電
一
Q
て
番
）
に

連
絡
し
て
か
ら
使
用
し
て
下
さ
い
．

二
、
附
近
の
畑
を
荒
ざ
ぬ
よ
う
に
特

に
注
意
し
て
下
さ
い
．

三
、
施
設
を
こ
わ
さ
ぬ
よ
う
大
切
に

し
て
、
終
了
後
は
い
つ
も
き
れ
い
に

清
掃
し
て
帰
り
ま
し
ょ
う
．

一
四
、
雨
の
日
又
グ
ラ
ン
ド
の
濡
れ
て

百
藩
用
し
な
い
よ
う
に
し
て

一
下
さ
い
．

｝
五
、
野
球
人
で
下
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

．
に
入
っ
て
練
習
し
て
い
る
人
が
あ
り

皿
ま
す
が
・
絶
対
に
止
め
て
下
さ
い
．

藩
の
ス
ボ
ー
ツ
議
し
て
や
る

㎝
位
の
エ
チ
ケ
ワ
ト
を
持
ち
ま
し
ょ

㎜
う
．

一

「
シ
チ
ヤ
」
を
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
新
に
生
業
資
金
も
貸
出

　
市
に
公
営
質
屋
が
で
き
た
の
は
三

十
鉱
の
二
月
で
、
以
来
市
内
の
皆

様
の
御
利
用
を
う
け
て
お
り
ま
す
．

六
月
分
の
利
用
状
況
は
こ
ん
な
で
あ

り
ま
す
。

　
貸
付
”
一
〇
八
口
、
金
額
ー
一
七

八
、
O
O
O
円

　
弁
済
雌
九
二
口
金
額
ー
一
四
七
、

五
〇
〇
円

　
在
暉
“
四
八
三
口
、
金
額
ー
六
九

〇
，
四
〇
〇
円

　
日
曜
、
祭
日
以
外
は
、
毎
日
午
前

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
が
貸
付
金
額
は

生
活
資
金
に
つ
い
て
は
、
一
口
千
円

以
内
、
一
世
帯
五
千
円
以
内
．
生
榮

資
金
に
つ
い
て
は
、
一
口
二
千
円
以

内
、
一
世
帯
一
万
円
以
内
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
遠
慮
な
く
利
用
し
て
下

さ
い
．市

長
室
の
し
ご
と

昭
和
三
十
伍
八
月
一
日
か
ら
而
長
筆

で
は
次
の
事
務
を
処
理
し
て
い
ま
す

（
室
長
）
酒
井
梅
吉
、
池
田
作
三
、

越
村
ミ
ィ

イ
庁
中
儀
式
に
関
す
る
こ
と

ロ
　
職
員
の
採
用
、
進
退
、
賞
罰
、

及
び
服
務
に
関
す
る
こ
と

ハ
　
諸
給
与
に
関
す
る
こ
と

二
　
褒
賞
及
び
表
彰
に
関
す
る
こ
と

ホ
　
公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と

へ
　
庁
規
に
関
す
る
こ
と

ト
諸
企
圃
及
調
査
研
究
に
関
す
る

こ
と

チ
　
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と

り
　
職
員
組
合
に
関
す
る
こ
と

ヌ
　
庁
内
課
長
会
議
に
関
す
る
こ
と

ル
　
渉
外
に
関
す
る
こ
と

オ
　
秘
書
に
関
す
る
こ
と

伝染病に注意
　もう赤痢が52人

夏
は
健
康

と
鍛
錬
の
季

節
で
あ
る
と

と
も
に
．
伝

染
病
の
恐
怖

の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。

特
に
赤
痢
は

夏
の
伝
染
病

の
王
者
で
あ

り
、
市
内
で

も
す
で
に
五

＋
一
一
名
（
七

月
五
日
現
在
）
の
発
生
を
み
て
幻
り

今
後
も
多
発
の
お
そ
れ
が
多
分
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
赤
痢
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
地
区

衛
生
組
合
で
は

■
　
下
水
の
渚
掃
の
励
行

2
便
所
の
改
善
指
導

3
薬
剤
撒
布
に
よ
る
昆
虫
の
駆
除

等
予
防
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
個

人
の
衛
生
が
十
分
守
ら
れ
な
け
れ
ば

赤
痢
を
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
家
庭
で
も
次
の
こ
と
に
つ
い

て
充
分
注
憲
し
て
下
さ
い
．

■
手
洗
の
励
行

　
便
所
で
使
う
チ
リ
紙
は
、
数
枚
重

ね
て
使
っ
て
も
、
赤
痢
菌
は
紙
を
通

し
て
手
指
に
つ
き
ま
す
．
衛
生
研
究

所
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
十
人
中
三
人

は
手
指
に
便
を
つ
け
て
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
用
便
後
は
勿

論
、
食
亭
、
外
出
か
ら
帰
宅
の
と
き

に
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
よ
う
．

2
　
ハ
エ
と
ね
す
み
の
駆
除

　
ハ
エ
や
ね
ず
み
は
便
所
や
下
水
の

バ
イ
菌
を
運
ん
で
炊
事
場
や
食
べ
物

を
汚
し
ま
す
か
ら
ハ
エ
と
ね
す
み
を

な
く
し
ま
し
よ
う
。

3
下
痢
を
し
た
ら
す
ぐ
医
者
の
診

断
を
う
け
る
こ
と
．

4
刺
身
、
生
す
し
、
菓
子
な
ど
は

清
潔
な
店
で
貿
う
こ
と
．

5
　
暴
飲
、
暴
食
を
さ
け
胃
腸
を
丈

夫
に
し
て
お
く
こ
と
。

6
　
赤
痢
に
よ
る
死
亡
者
の
葬
祭
隠

に
飲
食
を
し
な
い
こ
と
．

騨
㎜
　
㎜
　

　
　
　
　
　
　
、
　
の
長
さ
は
一

七
、
＝
一
キ
ロ
、
南
北
は
二
〇
、
二

六
キ
ロ
で
広
さ
は
一
五
七
、
七
二
平

方
キ
ロ
で
す
．
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